
研究結果 ①統合失調症を有する患者の退院を阻害する要因

カテゴリー（4） サブカテゴリー（19）

退院先の
受け入れの限界

家族の協力が少ない/家族が持つ受け入れ条件/社会
と隔絶/患者の孤立/地域の既存する施設環境不足/施
設への依存/対象者の受け入れ先がない/病院にみて
もらうという家族の要望

患者の病状の重さ
自己管理不足/安定しない病状/回復の個人差/薬物療
法の限界

患者の退院に対する
受け止め

退院する不安/退院したい意欲の維持/退院後の人生
像が漠然としている

退院させたい思いと
看護することの

難しさというジレンマ

看護師が慢性期の精神疾患患者を理解することの難し
さ/患者を退院させたいという願望/患者によって異なる
看護の方向性/スタッフの意欲の低下

②患者を退院につなげるための取り組み

カテゴリー(5) サブカテゴリー(22)
患者が自身の
健康管理行動

病気の受け止め/病状悪化時の対処/服薬の受容性を理解してもらう/
薬の自己管理に至るまでの過程/対象者が行きやすい病院の存在

心理教育
病状安定のための内服薬の活用/家族が疾患知識を持つことの重要
性/退院意欲を大事にする

人間理解
その対象者に対してケアをする/その人らしく生きていくための看護/
退院後のやりたいことと現状をリンクさせる

患者の状況の
応じた介入

早期治療による短期入院の重要性/退院を見据えたアセスメントする/
様々な方法で介入を行う/段階を踏んで看護を行う/退院後やりたいこ
とを見つける

協 働

対象者の協力/施設によって異なるケア内容/家族の協力が必要/資
源を活用して帰る場所を探す/医療者間の情報共有/チームで看護の
方針を決める

考察④

・長期入院する患者を継続的に支援する
・今後、患者への教育的な視点が必要

・患者が主体的に治療や自己管理を行うことが
できるように指導する

・患者が退院後も継続して支援を活用できるようにする

患者を退院につなげるための取り組み

【患者の状況に応じた介入】

【心理教育】

指導

・地域においてもその人らしい生活ができる

研究目的

•統合失調症を有する患者の退院を阻害する要因
を明らかにする。

•結果に基づき、退院に向けた看護介入の内容を
考察する。
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